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去
る
九
月
十
四
日
、
平
成
十
八
年
度
中
部
森

林
管
理
局
の
決
算
概
要
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
度
の
決
算
は
、
国
有
林
野
事
業

勘
定
と
治
山
事
業
の
統
合
を
行
っ
た
上
で
、
抜

本
的
改
革
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
森
林
の
公
益

的
機
能
の
発
揮
と
財
務
の
健
全
性
の
回
復
に
努

め
た
結
果
、
収
支
で
は
二
十
八
億
円
の
収
入

超
過
と
な
り
ま
し
た
が
、
損
益
計
算
上
で
は
、

二
十
九
億
円
の
損
失
と
な
り
ま
し
た
。

◆
発
生
収
支

　

収
入
の
う
ち
、
事
業
収
入
の
大
宗
を
占
め
る

林
産
物
等
収
入
は
、
長
引
く
木
材
価
格
の
低
迷

の
中
、
素
材
販
売
量
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度

よ
り
七
千
万
円
増
の
三
十
七
億
二
千
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

林
野
等
売
払
代
等
は
、
大
型
物
件
が
少
な
く

な
る
な
か
、
廃
止
分
局
関
連
の
土
地
等
を
売
り

払
っ
た
結
果
、
前
年
度
よ
り
八
億
二
千
万
円
増

の
二
十
億
九
千
万
円
と
な
り
、
自
己
収
入
全
体

で
は
前
年
度
よ
り
九
億
円
増
の
六
十
六
億
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
般
会
計
か
ら
の
受
入
金
は
、
勘
定

統
合
に
伴
い
、
新
た
に
治
山
事
業
費
財
源
受

入
を
計
上
し
た
こ
と
や
、
公
益
林
等
保
全
管

理
費
財
源
及
び
利
子
財
源
の
受
入
が
減
少
し

た
も
の
の
、
事
業
施
設
費
財
源
が
増
加
し
た

こ
と
か
ら
、
前
年
度
よ
り
九
十
八
億
円
増
の

百
九
十
二
億
五
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
規
借
入
金
は
前
年
度
に
引
き
続

い
て
ゼ
ロ
と
な
り
ま
し
た
が
、
借
換
借
入

金
は
、
前
年
度
よ
り
八
億
八
千
万
円
増
の

九
十
四
億
二
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
出
に
つ
い
て
は
、
職
員
数
の
適
正
化
等
に

努
め
た
こ
と
や
、
退
職
金
の
減
少
等
に
よ
り
給

与
経
費
等
は
前
年
度
よ
り
五
億
二
千
万
円
減
の

七
十
三
億
四
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

等
に
資
す
る
森
林
整
備
の
推
進
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
二
億
三
千
万
円
増
の

七
十
億
三
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

借
入
金
に
係
る
償
還
金
・
支
払
利
子
は
、
前

年
度
よ
り
八
億
五
千
万
円
増
の
百
十
億
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

以
上
の
結
果
、
三
百
六
十
一
億
七
千
万
円
の

収
入
に
対
し
、
支
出
は
三
百
三
十
三
億
七
千
万

円
で
、
二
十
八
億
円
の
収
入
超
過
と
な
り
ま
し

た
。

◆
損
益
計
算

　

効
率
的
な
事
業
実
行
に
よ
る
事
業
経
費
の
縮

減
や
、
収
益
の
増
加
に
よ
り
、
損
益
計
算
上
の

損
失
は
前
年
度
よ
り
四
億
二
千
万
円
減
少
し
て

二
十
九
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

雑　　　損 273

損　益　計　算 
（単位：百万円） 

発　生　収　支 
（単位：百万円） 

金額は、それぞれの科目で四捨五入しているので合計金額とは必ずしも一致しない。 

経　営　費 
 6,427

売　上　高 
 3,768

費　用（23,985）　 収　益（21,084） 収　入（36,176）　 支　出（33,372） 

林産物等収入 
 3,720 給 与 経 費  

 5,513

基幹作業職員給与 
 1,828

治山事業費 
 8,000

林野等売払代 2,095

業　務　費 
 2,181

一般管理費及び販売費 
 1,527

財産貸付料等収入 628

林野等売払代 2,095

財産貸付料等収入 628 森林環境保全整備事業費 
 3,721

雑　収　入 156

雑　収　入 156

前年度剰余金 102

前年度剰余金 102

治山事業費 
 10,363

減価償却費 
 3,826

一般会計より受入 
  19,257

林道施設等災害復旧事業費 319

そ　の　他 809

 一般会計より受入 
  13,476

 地方公共団体負担金収入 
 795

地方公共団体負担金収入 
 797

森林保全等財源 （2,913） 
 
治山事業費財源 （9,466） 
 
利子財源 （1,097） 

事業施設費財源 （5,268） 
 
公益林等保全管理費財源 （2,913） 
 
利子財源　　　 （1,591） 
 
治山事業費財源 （9,485） 

償還金及び支払利子 
 11,001資産除却損 501

雑　　益  64 借　入　金 
（借換借入金） 9,421

収　支　差 2,804
支 払 利 子 1,068

本年度損失 2,901
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［
計
画
課
］
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、「
国
有

林
の
地
域
別
の
森
林
計
画
」、「
地
域
管
理
経
営

計
画
」
等
の
樹
立
に
当
た
り
、
毎
年
森
林
施
業

現
地
検
討
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
八
月
七
～
八
日
の
両
日
、
只
木
名
古

屋
大
学
名
誉
教
授
、
植
木
信
州
大
学
農
学
部
教

授
の
学
識
経
験
者
を
迎
え
、
局
長
を
は
じ
め
と

し
中
部
森
林
管
理
局
、
名
古
屋
事
務
所
及
び
南

信
森
林
管
理
署
の
関
係
職
員
三
十
五
名
と
、
長

野
県
林
務
部
か
ら
も
出
席
を
い
た
だ
き
、
伊
那

谷
森
林
計
画
区
に
お
い
て
、「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

食
害
と
急
傾
斜
地
で
の
間
伐
」、「
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ

ト
ウ
ヒ
・
ヒ
メ
バ
ラ
モ
ミ
植
物
群
落
保
護
林
の

新
規
設
定
」
に
つ
い
て
検
討
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
と
急
傾
斜
地
で
の
間

伐
」
は
、
シ
カ
被
害
に
よ
り
植
生
が
消
滅
し
た

箇
所
で
は
間
伐
を
行
い
照
度
を
あ
げ
て
も
、
再

生
す
る
植
生
は
食
害
に
あ
い
、
土
壌
の
保
持
力

は
向
上
せ
ず
急
傾
斜
の
箇
所
で
は
林
地
崩
壊
も

心
配
さ
れ
ま
す
が
、
計
画
区
内
の
人
工
林
は
八

齢
級
が
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
今
後
も
間
伐
を
中
心

と
し
た
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

学
識
経
験
者
か
ら
は
、「
急
傾
斜
の
林
分
で

あ
っ
て
も
、
間
伐
の
必
要
性
に
変
わ
り
は
な

い
。
シ
カ
が
影
響
を
与
え
て
も
我
々
は
最
善
を

尽
く
し
て
森
林
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
。」

と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ
・
ヒ
メ
バ
ラ
モ
ミ
植

物
群
落
保
護
林
の
設
定
」
に
つ
い
て
は
、
西
岳

国
有
林
に
お
い
て
環
境
省
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
の
絶
滅
危
惧
種
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
貴

重
な
樹
種
で
あ
る
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ
に
つ
い

て
の
見
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
保
護
林
に
指

定
し
母
樹
を
保
護
す
る
こ
と
や
、
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ

ト
ウ
ヒ
の
稚
樹
や
幼
樹
を
被
圧
し
て
い
る
上
木

の
除
去
等
に
よ
り
育
成
を
行
う
こ
と
を
検
討
し

ま
し
た
が
、
具
体
的
な
区
域
の
設
定
や
、
育
成

の
方
法
に
つ
い
て
は
別
途
「
植
物
群
落
保
護
林

設
定
検
討
委
員
会
」
を
開
催
し
て
決
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。　

　

今
後
、
こ
れ
ら
検
討
会
の
内
容
を
反
映
し
た

計
画
樹
立
と
な
る
よ
う
手
続
き
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

 

［
飛
騨
署
］
中
部
森
林
管
理
局
の
「
国
有
林
野

等
所
在
市
町
村
長
有
志
連
絡
協
議
会
」
が
十
月

に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
八
月
二
十
九

日
、
高
山
市
、
飛
騨
市
及
び
白
川
村
の
首
長
が

一
同
に
会
し
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
は
最
初
に
前
原
署
長
か
ら
市
町
村

長
有
志
連
絡
協
議
会
の
取
り
組
み
状
況
や
国
有

林
及
び
森
林
・
林
業
を
と
り
ま
く
現
状
等
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

説
明
の
な
か
で
は
特
に
基
本
計
画
を
踏
ま

え
、
低
コ
ス
ト
作
業
の
モ
デ
ル
事
業
や
木
材
の

安
定
供
給
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
Ｃ
Ｏ
2
関
連

の
森
林
整
備
の
取
り
組
み
等
、
民
有
林
、
国
有

林
が
連
携
す
る
中
で
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
状
況
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

各
首
長
か
ら
は
Ｃ
Ｏ
2
の
取
り
組
み
の
な
か

で
、
天
然
林
の
扱
い
や
緑
資
源
機
構
関
連
で
緑

資
源
幹
線
林
道
事
業
に
つ
い
て
地
域
と
し
て
期

待
す
る
意
見
な
ど
、
短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

飛
騨
森
林
管
理
署
で
は
こ
の
ほ
か
に
三
市
村

の
森
づ
く
り
委
員
会
（
飛
騨
市
は
「
森
林
審
議

会
、
白
川
村
は
「
美
し
い
森
林
づ
く
り
会

議
」
）
に
参
画
し
て
お
り
、
今
後
と
も
地
域
要

望
に
適
切
に
対
応
し
期
待
さ
れ
る
国
有
林
野
事

業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

 

［
富
山
署
］
富
山
県
地
域
振
興
団
体
協
議
会
国

有
林
野
等
振
興
部
会
に
所
属
す
る
市
町
村
の
担

当
課
長
会
議
を
、
県
・
市
町
の
担
当
者
十
二
名

が
参
加
し
て
八
月
三
十
一
日
に
早
月
国
有
林
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
は
、
部
会
事
務
局
か
ら
国
有
林

の
現
地
に
お
い
て
担
当
者
会
議
を
実
施
し
て
ほ

し
い
と
の
要
請
を
受
け
、
国
有
林
の
取
り
組
み

実
態
を
民
有
林
関
係
者
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
良
い
機
会
と
な
る
こ
と
か
ら
実
施
し
た
も
の

で
す
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
な
か
、
午

前
中
は
立
山
川
、
白
萩
川
に
お
け
る
治
山
施
工

地
や
実
行
中
の
工
事
箇
所
を
視
察
し
、
後
藤
治

山
課
長
か
ら
木
材
利
用
促
進
、
特
に
県
産
材
の

利
用
を
図
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
全
て
の
谷
止

工
に
お
い
て
水
表
の
型
枠
に
県
産
材
丸
太
を
使

用
し
て
い
る
こ
と
や
、
ス
リ
ッ
ト
ダ
ム
の
特
徴

な
ど
を
説
明
し
、
参
加
者
は
渓
床
の
荒
廃
状
況

や
工
事
規
模
の
大
き
さ
に
驚
い
て
い
る
様
子
で

し
た
。

　

午
後
は
、
馬
場
島
荘
で
加
藤
署
長
か
ら
「
美

学識経験者を囲んでの検討の様子

意見交換をする各首長と前原署長

　

伊
那
谷
森
林
計
画
区
の
森
林
施
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
地
検
討
会

高
山
市
、
飛
騨
市
、
白
川
村
の
首
長
が
一
同
に

～
市
町
村
長
有
志
連
絡
協
議
会
に
向
け
て
～

民
・
国
が
連
携
し
て
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し
い
森
林
づ
く
り
」
や
Ｃ
Ｏ
2
対
策
と
し
て
の

森
林
整
備
の
重
要
性
か
ら
、
民
有
林
に
お
い
て

も
森
林
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
要

請
す
る
と
と
も
に
、
各
担
当
者
か
ら
今
年
度
の

事
業
概
要
や
主
な
取
り
組
み
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
意
見
交
換
会
で
は
、
民
有
林
に
お
け
る

森
林
整
備
の
現
状
、
国
有
林
野
事
業
が
一
般
会

計
と
独
法
化
の
分
割
に
よ
っ
て
官
行
造
林
の
扱

い
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
等
の
意
見
が
出
さ

れ
、
最
後
に
民
国
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
の
森

林
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
て
会
議
を

終
え
ま
し
た
。

 

［
計
画
課
］
平
成
十
九
年
度
流
域
管
理
調
整
官

会
議
を
九
月
四
～
五
日
、
飛
騨
署
管
内
の
民
有

林
等
で
開
催
し
、
各
署
等
の
流
域
管
理
調
整

官
、
名
古
屋
事
務
所
、
局
の
関
係
者
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
飛
騨
高
山
森
林
組
合
が
実
施
し

た
間
伐
の
現
場
と
製
材
加
工
及
び
出
荷
ま
で
の

流
れ
を
見
学
し
ま
し
た
。　　

　

現
場
は
、
林
野
庁
が
進
め
て
い
る
新
生
産
シ

ス
テ
ム
推
進
対
策
の
岐
阜
広
域
モ
デ
ル
地
域
と

し
て
岐
阜
県
が
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、
山

元
に
お
い
て
は
、
高
密
路
網
の
整
備
、
高
性
能

林
業
機
械
を
活
用
し
た
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

列
状
間
伐
を
実
行
。
生
産
さ
れ
た
丸
太
は
、
飛

騨
高
山
森
林
組
合
の
木
材
製
品
流
通
セ
ン
タ
ー

で
最
新
の
高
速
製
材
ラ
イ
ン
に
よ
り
製
品
化
さ

れ
、
乾
燥
を
経
て
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
に
出

荷
さ
れ
ま
す
。

　

山
元
で
は
、
三
人
一
班
制
で
、
伐
倒
は
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
、
木
寄
せ
・
集
材
は
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー

ダ
、
造
材
・
運
搬
は
プ
ロ
セ
ッ
サ
、
フ
ォ
ワ
ー

ダ
の
組
み
合
わ
せ
で
す
。
平
成
十
八
年
度
の
実

行
結
果
で
は
、
生
産
性
四
・五
立
方
㍍
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
丸
太
が
搬
入
さ
れ
る
飛
騨
高
山
森
林

組
合
の
木
材
製
品
流
通
セ
ン
タ
ー
は
、
ノ
ー
マ

ン
ツ
イ
ン
帯
鋸
盤
な
ど
の
最
新
製
材
機
や
乾
燥

施
設
を
整
備
し
て
、
主
に
角
材
と
板
材
を
生
産

し
、
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
等
へ
Ｏ
Ｅ
Ｍ
供
給
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
山

元
に
お
い
て
生
産
コ
ス
ト
を
い
か
に
下
げ
て
、

森
林
所
有
者
に
還
元
す
る
分
を
増
や
す
か
、
製

材
工
場
で
は
、
安
定
し
た
丸
太
の
受
け
入
れ
と

乾
燥
工
程
の
改
善
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

二
日
目
は
、
飛
騨
署
会
議
室
に
お
い
て
岐
阜

県
県
産
材
流
通
課
の
荻
巣
技
術
課
長
補
佐
か
ら

「
健
全
で
豊
か
な
森
林
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
話
を
受
け
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
林
業
経
営
と
し

て
、
公
的
資
金
依
存
型
の
経
営
か
ら
脱
却
し

て
、
間
伐
の
適
正
な
実
施
、
国
産
材
需
要
に
対

応
で
き
る
木
材
生
産
体
制
づ
く
り
、
森
林
所
有

者
に
収
益
を
還
元
で
き
る
木
材
生
産
費
の
抑
制

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
会
議
で
は
、
流
域
管
理
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
状
況
、
流
域
管
理
の
推

進
に
向
け
た
現
状
と
課
題
、
局
関
係
課
か
ら
の

情
報
提
供
な
ど
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。　

　

計
画
部
長
か
ら
は
、
新
た
な
森
林
・
林
業
基

本
計
画
の
目
指
す
方
向
、
特
に
国
産
材
の
利
用

拡
大
を
軸
と
し
た
林
業
・
木
材
産
業
の
再
生
が

課
題
で
あ
り
、
流
域
管
理
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

対
外
的
な
窓
口
の
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
そ

の
推
進
に
係
る
企
画
、
連
絡
調
整
に
関
す
る
業

務
に
取
り
組
む
よ
う
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

今
回
、
二
日
間
の
会
議
を
通
じ
て
、
民
有
林

に
お
け
る
間
伐
の
推
進
や
国
産
材
需
要
に
対
応

す
る
生
産
体
制
の
取
り
組
み
の
現
状
を
知
る
と

と
も
に
、
岐
阜
県
や
森
林
組
合
の
職
員
と
具
体

的
な
話
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。	

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
八
月
二
十
六
日
「
第
五
回

森
林
ふ
れ
あ
い
講
座
」
を
名
古
屋
事
務
所
に
お

い
て
、
名
古
屋
市
の
熱
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

と
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
残
暑
が
厳
し
い
な
か
、
五
歳
～

七
十
一
歳
と
幅
広
い
年
齢
の
家
族
連
れ
が
参
加

し
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
中
で
開
講
し

ま
し
た
。　

　

は
じ
め
に
森
林
の
大
切
さ
を
題
材
に
し
た

「
森
林
（
や
ま
）
か
ら
の
贈
り
物
」
の
紙
芝
居

で
は
、
森
林
の
役
割
や
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
途
中
の
ク
イ
ズ
の
場
面
で
は
、
小
さ
な
子

供
た
ち
か
ら
元
気
の
良
い
答
え
が
返
っ
て
く
る

な
ど
、
最
後
ま
で
興
味
深
く
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。　　

　

続
い
て
行
っ
た
森
の
ク
ラ
フ
ト
作
り
で
は
、

森
林
整
備
で
搬
出
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
の
輪
切
り
板

に
自
然
の
部
材
を
使
い
、
壁
飾
り
作
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
家
族
で
相
談
し
な
が
ら
、
バ
ー

ス
デ
ー
ケ
ー
キ
や
、
カ
タ
ツ
ム
リ
な
ど
の
想
像

豊
か
な
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
を
通
じ
幼
い
頃
か
ら
自
然
や
森
林

と
ふ
れ
あ
い
、
こ
れ
か
ら
成
長
す
る
度
に
そ
の

役
割
や
大
切
さ
を
よ
り
一
層
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
と
て
も
良
い
機
会
に
な
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

森
の
ク
ラ
フ
ト
と

紙
芝
居
で
学
ぶ
森
林
の
大
切
さ

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

間伐の現場で説明を受ける参加者

お気に入り作品を前に

　

流
域
管
理
調
整
官
会
議
を
開
催
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［
飛
騨
署
］
八
月
二
十
六
日
に
、
天
生
県
立
自

然
公
園
（
天
生
国
有
林
）
に
お
い
て
一
般
公
募

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
の
下
で
、
自
生
植
物

保
護
の
た
め
の
オ
オ
バ
コ
の
除
去
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
は
、
六
月

二
十
三
日
に
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業
で

行
っ
た
オ
オ
バ
コ
の
除
去
作
業
が
新
聞
報
道
さ

れ
、
地
域
住
民
か
ら
「
都
市
の
人
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
遠
く
ま
で
来
て
く
れ
て
、
地
元
の
私
た

ち
も
協
力
し
た
い
。」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、「
森
林
官
等
の
新
た
な
発
想

に
よ
る
取
り
組
み
」
と
し
て
飛
騨
市
な
ど
へ
協

働
の
呼
び
か
け
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
自
然
観
察

教
育
林
と
し
て
の
レ
ク
森
の
協
議
会
で
も
あ
る

「
天
生
県
立
自
然
公
園
協
議
会
」
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
聞
報
道
や
、
市
の
広
報
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
地
元
飛
騨
市
を
始
め

高
山
市
、
岐
阜
市
な
ど
か
ら
六
十
名
と
い
う
多

く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
名
古
屋
林
業
土
木
協
会
古
川
支
部

か
ら
も
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
多
く
の
協
力
が

あ
り
、
一
般
参
加
者
の
中
に
は
小
学
生
や
赤
ち

ゃ
ん
を
負
ぶ
っ
て
の
お
母
さ
ん
の
参
加
も
見
ら

れ
、「
人
の
手
で
変
わ
っ
た
自
然
は
、
人
の
手

で
元
に
返
し
て
や
ら
ね
ば
。」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
七
月
二
十
三
日
に

は
、
飛
騨
市
議
会
議
員
九
名
に
よ
る
オ
オ
バ
コ

の
除
去
作
業
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
シ
テ
ィ
・
フ

ォ
レ
ス
タ
ー
事
業
を
契
機
に
森
林
官
の
新
た
な

発
想
に
よ
り
地
域
の
貴
重
な
自
然
を
地
域
で
守

る
と
い
っ
た
取
り
組
み
が
確
実
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。

 

［
木
曽
署
］
九
月
一
日
、
第
十
一
回
名
古
屋
シ

シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業
を
赤
沢
自
然
休

養
林
内
で
行
い
ま
し
た
。
約
三
百
年
を
経
過
し

た
木
曽
ヒ
ノ
キ
等
の
天
然
木
の
下
層
部
は
、
ア

ス
ナ
ロ
小
径
木
や
マ
ル
バ
ノ
キ
等
の
低
木
類
が

繁
茂
し
、
十
分
な
陽
光
が
当
た
ら
ず
、
次
世
代

を
担
う
木
曽
ヒ
ノ
キ
等
の
稚
幼
樹
の
生
育
を
阻

害
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
育
を
促
す
た
め
の

低
木
類
の
除
去
作
業
を
二
十
名
の
隊
員
が
参
加

し
て
行
い
ま
し
た
。

　

赤
沢
森
林
鉄
道
の
終
点
か
ら
ほ
ど
近
い
冷
沢

峠
付
近
を
作
業
地
と
し
ま
し
た
が
、
繁
茂
す
る

低
木
類
の
中
で
埋
も
れ
て
い
た
切
り
株
や
地
表

か
ら
は
、
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
の
稚
幼
樹
が
多
く

発
生
し
て
お
り
、
踏
み
つ
け
や
傷
つ
け
て
痛
め

な
い
よ
う
に
足
元
を
よ
く
確
認
し
、
注
意
を
払

い
な
が
ら
慎
重
に
マ
ル
バ
ノ
キ
や
シ
ロ
モ
ジ
等

を
除
去
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
隊
員
の
手
際
の
良
さ
も
あ
っ
て
実
施

箇
所
が
早
目
に
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
、
昭
和
六
十
年
御
杣
始
祭
催
行
地
に
お
い
て

も
同
様
に
除
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
開
始
前
に
は
鬱
蒼
と
し
て
い
た
林
内
も

整
然
と
な
り
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
子
ど
も
達
が
す

く
す
く
と
生
長
す
る
に
は
、
十
分
な
明
る
さ
を

取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
、
今
年
度
三
回
目
と
な
る
シ
テ

ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業
で
、
こ
れ
ま
で
遊
歩

道
整
備
（
チ
ッ
プ
舗
装
）
を
主
体
に
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、
隊
員
か
ら
は
「
や
り
甲
斐
も
あ

り
、
楽
し
く
作
業
が
で
き
ま
し
た
。」
と
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
こ
う
し

た
作
業
を
計
画
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

［
富
山
署
］
連
合
と
や
ま 

富
山
地
域
協
議
会
か

ら
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
森
林
に
関

わ
る
作
業
を
行
い
た
い
と
申
し
出
が
あ
り
、
猛

暑
が
続
く
八
月
二
十
五
日
構
成
員
約
三
十
名

が
、
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
沿
い
の
天
狗

平
周
辺
で
、
貴
重
な
高
山
植
物
を
守
る
た
め
、

外
来
植
物
除
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。　

  

当
日
は
、
標
高
約
二
千
四
百
㍍
の
国
見
駐
車

場
に
集
合
し
、
県
自
然
保
護
協
会
の
講
師
三
名

か
ら
、
外
来
植
物
と
は
何
か
、
高
山
植
物
と
の

見
分
け
方
、
採
取
す
る
と
き
の
注
意
等
の
説
明

を
受
け
、
三
班
に
分
か
れ
て
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
最
初
は
高
山
植
物
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
苦

労
し
て
い
る
様
子
で
し
た
が
、
講
師
の
指
導
に

よ
り
除
々
に
慣
れ
、
約
二
時
間
の
作
業
で
セ
イ

ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
や
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
な
ど
約

千
九
百
株
を
除
去
し
ま
し
た
。

自然を守る人間に育てたいと親子3人で参加

ヒノキの子どもが育ちますように

外来種除去の実施の様子

貴
重
な
高
山
植
物
を
守
ろ
う

木
曽
ヒ
ノ
キ
の
再
生
に
期
待
し
て

　
　
　
　

〜
名
古
屋
Ｃ
Ｆ
の
開
催
〜

天
生
国
有
林
で
オ
オ
バ
コ
の
除
去
作
業

　
　

〜
森
林
官
等
の
新
た
な
発
想
〜
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午
後
か
ら
は
、
室
堂
平
周
辺
を
散
策
し
な
が

ら
講
師
か
ら
、
立
山
連
峰
の
成
り
立
ち
や
気
象

や
地
形
の
特
徴
、
植
生
の
生
育
環
境
の
厳
し
さ

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
外
来
植
物
が
予
想
以
上

に
多
か
っ
た
。」、「
室
堂
平
周
辺
を
ゆ
っ
く
り

と
学
べ
た
の
は
良
か
っ
た
。」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

  

今
回
は
八
月
下
旬
で
あ
っ
た
た
め
、
花
期
も

終
り
判
別
が
難
し
い
植
物
も
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
七
月
頃
に
毎
年
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と

を
約
束
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

 

［
愛
知
所
］
瀬
戸
国
有
林
の
森
林
交
流
館
で

は
、
治
山
事
業
の
保
全
効
果
等
を
紹
介
す
る
工

種
模
型
を
展
示
し
、
当
施
設
の
利
用
者
か
ら
好

評
を
得
て
い
ま
す
。

　

展
示
し
て
い
る
模
型
に
は
、
ダ
ム
工
・
山
腹

工
等
の
治
山
施
設
や
、
保
全
対
象
の
集
落
・
道

路
等
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
に

よ
り
、
液
晶
画
面
で
治
山
事
業
の
あ
ら
ま
し
を

学
習
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
展
示
前
に
こ
の
模
型
を
使
用
し
て
行

っ
た
、
土
石
流
の
実
験
映
像
の
再
現
ビ
デ
オ
が

見
え
る
よ
う
に
も
な
っ
て
お
り
、
治
山
施
設
の

設
置
前
と
設
置
後
に
お
け
る
土
石
流
被
害
の
状

況
が
生
々
し
く
再
現
さ
れ
、
集
落
や
道
路
等
の

保
全
対
象
が
、
治
山
施
設
の
設
置
に
よ
っ
て
、

土
石
流
被
害
か
ら
守
ら
れ
る
様
子
が
、
分
か
り

や
す
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

交
流
館
の
利
用
者
か
ら
は
、「
治
山
工
事
の

働
き
や
効
果
が
よ
く
分
か
っ
た
。」、「
土
石
流

被
害
の
恐
ろ
し
さ
を
体
験
で
き
た
。」
等
の
意

見
も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
交
流
館
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
の
中
で
も
、
新
た
な
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

 

［
企
画
調
整
室
］
毎
年
、
防
災
週
間
（
八
月

三
十
日
か
ら
九
月
五
日
）
に
併
せ
、
局
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
は
九
月
三
日

に
実
施
し
ま
し
た
。

  

今
回
は
、
七
月
に
中
越
沖
地
震
が
発
生
し
、

局
管
内
の
一
部
地
域
で
も
最
大
震
度
六
強
を
観

測
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
東
海
地
震
に
加
え
て

長
野
市
付
近
で
も
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
こ

と
を
想
定
し
、
庁
舎
外
で
の
災
害
対
策
本
部
設

置
訓
練
及
び
情
報
伝
達
訓
練
を
主
体
と
し
た
内

容
で
行
い
ま
し
た
。

  

東
海
地
震
の
警
戒
宣
言
（
予
知
情
報
）
が
発

表
さ
れ
た
と
の
想
定
の
下
に
、
局
警
戒
本
部
を

企
画
調
整
室
に
設
置
し
、
本
部
長
（
局
長
）
の

指
示
に
よ
り
三
部
長
、
各
課
長
等
本
部
員
ら
が

が
集
ま
り
、
職
員
の
出
勤
状
況
の
把
握
、
緊
急

物
資
の
確
認
、
緊
急
車
両
の
確
認
等
を
行
い
ま

し
た
。

  

続
い
て
、
東
海
地
震
が
発
生
、
局
庁
舎
が
一

部
損
壊
と
の
想
定
の
下
に
、
災
害
対
策
本
部
を

屋
外
に
設
置
し
、
職
員
安
否
情
報
受
理
訓
練
、

被
害
報
告
訓
練
、
衛
星
携
帯
電
話
に
よ
る
情
報

伝
達
訓
練
等
を
行
い
ま
し
た
。

  

ま
た
、
今
回
は
長
野
県
危
機
管
理
局
と
連
携

し
、
衛
星
携
帯
電
話
を
用
い
た
災
害
時
の
通
信

手
段
を
確
保
す
る
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

  

地
震
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る
か
分
か
ら

な
い
災
害
で
す
。
被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

す
る
た
め
に
も
警
戒
態
勢
の
整
備
及
び
災
害
時

の
対
応
ポ
イ
ン
ト
の
確
認
、
徹
底
等
、
普
段
か

ら
の
備
え
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た

訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
存
知
の
と
お
り
、「
あ
さ
ぎ
り
荘
」

（
下
呂
保
養
所
）
が
、
来
年
三
月
十
日
の
朝
食

を
も
っ
て
、
四
十
五
年
の
歴
史
に
幕
を
降
ろ
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
支
配
人
か
ら
次
の
と
お
り
ご

挨
拶
と
ご
案
内
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　

時
下
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

あ
さ
ぎ
り
荘
は
、
昭
和
三
十
七
年
五
月
に
営

業
を
開
始
し
、
皆
様
の
お
陰
様
を
も
ち
ま
し

て
、
本
年
で
四
十
五
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
四
十
五
年
は
、
皆
様
に
愛
さ
れ
る
施
設

と
し
て
、
職
員
一
同
、
心
を
一
つ
に
し
て
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
平

成
二
十
年
三
月
十
日
の
朝
食
営
業
を
も
っ
て
営

業
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

営
業
終
了
ま
で
、
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
な
お
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

残
り
数
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の

ご
利
用
を
職
員
一
同
、
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。

　
　

林
野
庁
共
済
組
合
下
呂
保
養
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
配
人　

坂
本
寛
一

土石流の実験映像に見入る利用者

防
災
週
間
行
事

　
　
　

局
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

森
林
交
流
館
に
治
山
事
業
の

　
　

効
果
を
紹
介
す
る
空
間
が
完
成
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小
川
長
洞
国
有
林
に
あ
る
実
験
林
の
ひ
と
つ

に
「
ヒ
ノ
キ
本
数
密
度
実
験
林
」
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
実
験
林
は
〈
シ
リ
ー
ズ
⑪
〉
で
紹
介
し

た
「
ス
ギ
本
数
密
度
実
験
林
」
と
同
様
に
、
植

栽
本
数
密
度
が
植
付
・
保
育
な
ど
の
作
業
功
程

や
、
間
伐
・
主
伐
時
の
収
穫
量
に
及
ぼ
す
影
響

を
調
査
し
、
適
正
な
植
栽
本
数
を
決
定
す
る
た

め
の
資
料
収
集
を
目
的
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

試
験
地
は
昭
和
五
十
八
年
か
ら
五
十
九
年
に

か
け
、
植
栽
本
数
を
変
え
た
四
タ
イ
プ
（
㌶
当

た
り
二
千
本
、
三
千
本
、
四
千
本
、
五
千
本
）

の
新
植
を
行
い
、
そ
の
後
の
保
育
作
業
に
つ
い

て
は
各
試
験
地
と
も
同
様
に
実
施
し
、
生
長
状

況
等
の
調
査
・
観
察
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
七
年
（
林
齢
十
二
年
生
）
と
平
成
十
七

年
（
林
齢
二
十
二
年
生
）
に
行
っ
た
生
長
量
や

林
木
の
形
態
的
特
性
の
調
査
結
果
を
み
る
と
、

本
数
区
別
の
デ
ー
タ
の
差
は
、
本
数
密
度
の
影

響
効
果
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
現

時
点
で
は
、
地
力
や
林
地
方
位
な
ど
の
環
境
的

な
要
因
の
影
響
が
生
長
状
況
に
大
き
く
反
映
し

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
当
実
験
林
に
類
似
し
た
植
栽
密
度

と
林
木
生
長
に
関
す
る
研
究
報
告
等
を
参
考
に

観
察
を
続
け
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
実
験
林
を
活
用
し
た
「
下
層
植

生
の
発
達
を
良
好
に
す
る
た
め
の
本
数
密
度
試

験
」
を
課
題
に
、
ヒ
ノ
キ
の
成
立
本
数
密
度
の

違
い
に
よ
る
相
対
照
度
と
、
発
生
下
層
植
生
の

種
類
・
被
度
の
状
況
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
成
果
を
中
部
局
技
術
開
発
委
員
会
に
報
告

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
部
機
関
の
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
も
活
用
し
て
お
り
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
生

命
農
学
研
究
科
に
よ
る
「
間
伐
強
度
が
樹
冠
の

降
雨
配
分
に
及
ぼ
す
影
響
の
微
気
象
学
的
解

析
」
を
テ
ー
マ
に
、
間
伐
が
森
林
の
水
土
保
全

機
能
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
気
象
観
測
や

樹
冠
通
過
雨
量
等
の
樹
冠
に
お
け
る
降
雨
配
分

を
測
定
し
、
そ
の
影
響
を
定
量
的
に
解
明
す
る

こ
と
を
目
的
に
研
究
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年

二
月
の
中
部
森
林
技
術
交
流
会
で
発
表
さ
れ
て

お
り
、
更
に
研
究
を
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。《
研
究
成
果
は
平
成
十
八
年
度
中
部

森
林
技
術
交
流
発
表
集
に
掲
載
》

実
験
林
・
試
験
地
等
紹
介 

1515

『
ヒ
ノ
キ
本
数
密
度
実
験
林
』 

    『ヒ
ノ
キ
本
数
密
度
実
験
林
』 

      

2,000本区

3,000本区

4,000本区

5,000本区

名古屋大学試験地＝樹冠通過降雨量観測装置

所在地：岐阜県下呂市小川
　　　　小川長洞国有林
　　　　1105たむ林小班
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［
富
山
署
］
立
山
は
雄
山
・
大
汝
山
・
富
士
の

折
立
の
山
な
み
を
総
し
た
名
称
で
、
古
く
か
ら

山
岳
信
仰
の
山
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　

最
高
峰
は
大
汝
山
（
三
、〇
一
五
㍍
）
で
、
主

峰
の
雄
山
山
頂
（
三
、〇
〇
三
㍍
）
に
は
「
雄
山

神
社
峰
本
社
」
が
あ
り
、
祭
神
に
伊
邪
那
岐
命

（
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
）
と
手
力
男
命
（
た
ぢ
か

ら
お
の
み
こ
と
）
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。 富山森林管理署 

（各署の景勝地等を紹介） 

とう やま 

やま 

29

　

立
山
室
堂

　

立
山
連
峰
一
体
は
、
ブ
ナ
坂
国
有
林
で
、
主

峰
雄
山
の
直
下
の
室
堂
平
に
は
、
立
山
禅
定
者

の
参
籠
宿
泊
に
供
す
る
た
め
に
今
か
ら
約

四
〇
〇
年
以
上
前
に
建
設
さ
れ
た
日
本
最
古
の

山
小
屋
「
立
山
室
堂
」
が
あ
り
、
現
在
は
国
指

定
重
要
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

立
山
の
観
光
拠
点
と
な
る
室
堂
タ
ー
ミ
ナ
ル

は
、
室
堂
平
の
標
高
二
、四
五
〇
㍍
に
あ
り
、

年
間
一
〇
〇
万
人
を
超
え
る
観
光
客
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
す
。

　

室
堂
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
十
分
程
歩
い
た
と
こ

ろ
に
は
、
み
く
り
が
池
が
あ
り
ま
す
。

　

み
く
り
が
池
は
北
ア
ル
プ
ス
で
最
も
美
し
い

火
山
湖
と
い
わ
れ
、
周
囲
約
六
三
〇
㍍
、
水
深

約
一
五
㍍
の
湖
で
す
。　

　

み
く
り
と
は
「
神
様
の
台
所
」
と
い
う
意
味

で
、
昔
か
ら
こ
の
池
の
清
ら
か
な
水
で
雄
山
神

社
の
お
供
え
を
作
っ
た
た
め
、
御
厨
ケ
池
と
い

わ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。

　

み
く
り
が
池
か
ら
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
は

地
獄
谷
が
あ
り
ま
す
。　　

　

地
獄
谷
は
標
高
二
、三
〇
〇
㍍
、
灰
白
色
の

山
肌
、
吹
き
上
げ
る
水
蒸
気
が
ブ
ツ
ブ
ツ
と
泡

立
つ
様
は
ま
さ
に
名
前
の
と
お
り
地
獄
の
よ
う

な
景
観
で
す
。　

　

地
獄
谷
の
各
噴
泉
に
は
八
大
地
獄
、
各
別
所

の
十
大
地
獄
な
ど
合
計
百
三
十
六
地
獄
あ
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、
有
毒
な
硫
化
水
素
や
亜
硫
酸

ガ
ス
を
噴
出
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

立
山
は
今
、
紅
葉
の
最
盛
期
を
迎
え
、
彩
り

も
鮮
や
か
に
変
化
し
ま
す
。　

　

是
非
、
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
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◎
国
有
林
野
事
業
労
働
衛
生
週
間

　
　

10
月
１
〜
７
日    

◎
木
づ
か
い
推
進
月
間

　
　

10
月
１
〜
31
日

◎
事
業
担
当
部
長
会
議

　
　

10
月
４
〜
５
日　

林
野
庁

◎
森
林
パ
ノ
ラ
マ
ウ
ォ
ー
ク

　
　

10
月
４
日　

中
信
署
管
内

　
　

10
月
11
日　

飛
騨
署
管
内　

◎
金
曜
会
国
有
林
視
察

　
　

10
月
10
日　

北
信
署
管
内

◎
国
有
林
野
事
業
協
力
者
感
謝
状
贈
呈
式

　
　

10
月
10
日　

長
野
県
上
松
町

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　
　

10
月
13
日　

飛
騨
署
管
内

　
　

10
月
20
日　

愛
知
所
管
内

◎
森
林
管
理
署
長
等
会
議

　
　

10
月
16
〜
17
日　

中
部
森
林
管
理
局

◎
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

  　

10
月
23
日　

岐
阜
署
管
内  

◎
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
国
有
林
視
察

　
　

10
月
25
〜
26
日　

愛
知
所
管
内

◎
グ
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト

　
　

10
月
19
〜
20
日　

愛
知
所
管
内

◎
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

　
　

10
月
27
日　

名
古
屋
事
務
所

◎
指
導
普
及
連
絡
会

　
　

10
月
29
〜
30
日　

飛
騨
署
管
内

みくりが池と立山

地獄谷「鍛冶屋地獄硫黄の塔」

国指定重要文化財「立山室堂」

し
ょ
う
か
。

◆
ア
ク
セ
ス
方
法

　

富
山
駅
か
ら
富
山
地
方
鉄
道
で
立
山
駅
ま
で

約
五
〇
分
、
立
山
駅
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
美

女
平
ま
で
七
分
、
美
女
平
か
ら
高
原
バ
ス
で
室

堂
ま
で
約
五
〇
分
。

　

マ
イ
カ
ー
で
は
、
立
山
イ
ン
タ
ー
か
ら
立
山

駅
ま
で
約
五
〇
分
、
立
山
駅
周
辺
に
駐
車
し
、

後
は
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
高
原
バ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
訂
正　

第
41
号
の
10
ペ
ー
ジ
風
景
紀
行
「
日
本
一
海
か
ら
遠
い
地
点
」
は
、「
北
信
森
林
管
理
署
」
を
「
東
信
森
林
管
理
署
」
に
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。


